
令和８年１０月２２日（木） 

ここらす D 会議室 

第６回天草法人会杯バレーボールフェスティバル 

【代表者会議資料】 

１．開  会 

２．競技規則 

  202６年度、公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則及び本大会の特別競技規則により

実施する。（本大会の特別競技規則は別紙資料を参照のこと。） 

３． 競技方法 

試合中の選手数は６名以上９名以下とする。 

【チャンピオンの部】試合中（コート内）は女性が３名以上必ず出場すること。 

【フレンドリーの部】試合中（コート内）は男性が４名まで出場することができる。 

          また、５０歳以上の男性は女性枠としても出場できる。 

【チャンピオンの部】 

  ・予選を行い、パート上位２チーム＋予選総合５・６位は決勝トーナメント、下位チームは交流戦

を行う。予選、交流戦は２セットマッチとし、決勝トーナメントは３セットマッチとする。 

 【フレンドリーの部】 

  ・予選を行い、上位４チームは決勝トーナメント、下位チームは交流戦を行い。予選、交流戦とも

2 セットマッチとする。決勝トーナメントのみ３セットマッチとする。 

※チャンピオン・フレンドリーとも決勝トーナメント 1 回戦目敗退後の試合は２セットマッチとする。 

４．組合せ抽選 

  ・参加チームは別紙のとおり 

・今大会はシードなしとする。 

  ・抽選順は申込受付順とする。 

  ・活動を一団体として行っているチームが複数チームとして出場しているため、予選での 

対戦がないよう、優先して抽選行う。 

  ・選手宣誓チームを立候補または抽選により決定する。抽選の場合は【チャンピオン】の抽選で

「１」を引いたチームとする。 

※別会場のフレンドリーの開会式については代表者会議で決定する。（選手宣誓も含め） 

５．その他 

  ・開会式を行うので、参加者は参加すること。また、開会式前に当日代表者会議を行うので、各チ

ームの代表者は出席すること。 

  ・閉会式については上位チームの表彰を行う。（4 位まで） 

  ・各参加者はごみの持ち帰りに協力するとともに、会場等の美化に協力すること。 

・全選手に 1 日保険を掛けるため、選手変更がある場合は、代表者会議終了までに提出済みの申込

用紙に変更内容を記入すること。なお、エントリーの変更は、代表者会議終了後の変更は一切認

めない。 

・学校施設内は禁煙となるので、敷地外もしくは各自、車の中で喫煙すること。なお、喫煙や買い

出し等で運営に支障をきたす場合は、該当するチームを失格とする場合がある。 

・武道館の使用は両会場とも不可とする。小さい子供等が応援で来場する場合は、必ず保護者の方

が武道館の中に入らないよう注意を行うこと。 

・本渡中学校体育館の中央コートは次の試合のチームのみ使用可能とする。スムーズな大会運営の

ため、試合終了後はすぐに次の試合が開始できるようご協力ください。 

  



第６回天草法人会杯バレーボールフェスティバル特別競技規則 
 

１． チームは参加資格者で構成され、選手は各試合 15 名までエントリーすることができる。これに反し

た場合は、失格とする。(例）申込書に記載のない選手が出場した場合等は失格。 

２． 試合中の選手数は６名以上９名以下とする。 

【チャンピオンの部】試合中（コート内）は女性が３名以上必ず出場すること。  

【フレンドリーの部】試合中（コート内）は男性が４名まで出場することができる。  

          また、５０歳以上の男性は女性枠としても出場できる。 

また、各セット中はコート内の選手数を変更することはできない。なお、怪我等でプレーできなく場

合はこの限りではないが、選手が６名未満または、既定外となった場合は消化試合とする。 

※今大会よりカテゴリー分けをするが、参加チーム数によっては、前回大会のルールで開催する。試

合中は女性が３名以上必ず出場すること。ネットの高さは２ｍ２０ｃｍとする。  

  (各セットの開始前にサービスオーダー表を審判に提出すること。) 

３． 選手は未成年者のみでの構成も可とするが、代表者(連絡責任者)は成人に限る。また、試合当日もベ

ンチには必ず代表者またはその代理となりうる成人を置くこと。 

４． 予選リーグ及び交流戦は 2 セットマッチとし、【チャンピオン】は決勝トーナメントの準決勝、決勝

のみ 3 セットマッチとし、【フレンドリー】は決勝リーグのみ 3 セットマッチとする。 

全セットは 15 点先取とする。デュースは設けない。 

予選リーグにおいて、各パート下位のチームは、交流戦を実施する。 

５．予選リーグ及び交流戦において、勝敗、得失セット数が同数の場合は得失点差の大きい方の勝利とし、

それも同点の場合は、審判立会いのもと、代表者 5 名による「じゃんけん」により 3 勝したチームの

勝利とする。 

６．フリーポジション制とする。(ローテーションはしなくてよい。) 

７．リベロは適用しない。 

８．サーブはジャンプによるものをすべて禁止する。(１回目は打ち直し、２回目以降は反則。) 

９．ネットの高さは【チャンピオンの部】２ｍ３０ｃｍ、【フレンドリーの部】２ｍ１５ｃｍと 

し、コートは 6 人制を使用。試合球は MIKASA V400W(４号球)とする。試合球は本協会で準備す

る。ただし、カテゴリー分けしない場合はネットの高さは２ｍ２０ｃｍとする。  

１０．試合間は 3 分間とし、各チームの最初の試合のみ 3 分ずつ若しくは合同で 6 分間の公式練習を行う。

（準備ができ次第、早めに開始してもよい） 

１１．スターティングラインアップ選手は、１セットにつき１回だけ交代によりコートを離れることができ、

また、１セットにつき１回だけ、コートに戻ることができる。また、交代選手は１セットに１回だけ

スターティングラインアップ選手と交代し、試合に出ることができる。ベンチに戻る場合は先に交代

したスターティングラインアップの選手とだけ代わることができる。なお、選手交代は６回まで要求

できる。 

１２．第 2・3 セットのサーブについては、直前のセットの順序を引き継ぐこととし、第 2・3 セットに選手

数を増とする場合は、直前のセットの順序の最後に追加すること。また、人数を減とする場合は、減

した選手の順序は詰めることとする。 

１３．試合を開始する際に、選手が揃っていない場合は、そのチームは失格(敗戦扱い)とする。 

１４．各コートで試合が行われているときは、公式練習以外はパスのみとし、ボールが試合中のコートに入

らない様、配慮すること。 

１５．本大会において、無作法な行為、侮辱的な言動や暴力的行為等により失格処分を受けた者は、以後の

試合にも参加することはできず、会場にとどまることを禁ずる。 

１６．審判へのクレーム等はせず、気持ち良くプレーできるよう心掛けること。 



 

日程・運営について 
◎当日の日程(予定)  【チャンピオンの部：本渡中学校体育館】 

 ８：００  開 場 (全チーム会場設営を協力すること。) 

 ８：１５  受 付 (本部（ステージ）にて受付) 

 ８：３０  当日代表者会議（提出物のチェックを行います。） 

 ９：００  開会式 

 ９：１９  第１試合 プロトコール 

 ９：３０  第１試合 開始 

１６：３０  試合終了・片付け・閉会式（上位表彰） 

１７：００  全日程終了 

 

※フレンドリーの部【フレンドリーの部：稜南中学校】（予定）※代表者会議にて決定 

８：００  開 場 (全チーム会場設営を協力すること。) 

 ８：１５  受 付 ・代表者会議(本部（ステージ）にて受付) 

 ８：３０  開始式 

 開始式終了後  練習時間１０分 試合開始 

 

◎運営について 

・参加者全員で会場設営、後片付け等運営の協力をすること。 

・相互審で実施するため、各チーム笛（電子ホイッスル可）と腕時計を用意すること。 

・第 1 試合の開始時間は AM９：３０とする。※チャンピオンの部 

・審判は審判割り表に従い、時間に遅れがないよう進行すること。 

 

【第１試合】  ※番号を表示したシャツを全選手着用すること。キャプテンは既定のマークを表

示すること。 

(ユニホーム着用チームのキャプテンは規定のマークを設けること。) 

９：１９  両チームのキャプテンを呼びトスを行う 

         各チーム３分間ずつ、若しくは合同で６分間の公式練習開始 

(第 1 セットのサービスオーダーを線審(エンドライン)に提出) 

公式練習終了後  エンドラインに全選手整列、挨拶は一礼のみ（握手しない） 

   ９：３０  試合開始(サーブ順に並び、確認を受けること) 

セット終了  2 分 30 秒インターバル(２分３０秒で副審が吹笛) 

(第 2 セットのサービスオーダーを線審(エンドライン)に提出) 

３分後  第 2 セット開始（第３セットも同様） 

   試合終了  エンドラインに整列、挨拶は一礼のみとし両チームベンチをあける。 

試合間５分間  次の試合のトスを行う。(次のゲームの審判) 

  

※予選パート 2 試合目以降は初戦となる片方のチームのみ３分間の公式練習を行う。 

 また、審判は担当チームを割り当てているので、確認し責任を持って担当すること。 

・点示の担当者は、試合終了後、記録用紙を記入し本部まで提出すること。 

 

 

 


